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2日の日本株式市場は、日経平均株価が前日比420円（2.61％）安の15,661円と大きく下落しました。前日

の欧米の株式市場で、世界景気に対する先行き不透明感が高まったことなどを背景に大幅下落した流れを

受けたうえ、円相場が1米ドル＝108円後半に上昇したことも影響しました。

欧州株式市場は、9月のユーロ圏製造業購買担当者景気指数（PMI）が域内外の需要低迷を受け14ヵ月ぶ
りの低水準となったことが嫌気され、軟調な展開となりました。また、米国で、9月のISM製造業総合景況指

数などが市場予想を下回ったことで、米国景気に対する強気の見通しが後退し、米ドルが売られるとともに、

米国株式市場も下落しました。米国で初のエボラ出血熱患者が確認され、運航に支障が出るとの見方から

空運株が大幅に下落したことも相場の重石となりました。ただし、9月のISM製造業総合景況指数は56.6と、
約3年半ぶりの高水準となった8月から活動がやや減速したものの、依然として高い水準にあることから、製

造業は好調を維持しており、米国の景気回復は続いていると見られます。

日本株式市場については、9月月間で日経平均株価が約750円の上昇となるなど過熱感が出ていたことか

ら、欧米の株式市場の下落が、利益確定の動きにつながったと見られます。しかし、8月下旬以降、円安が
進んだことにより、今月から本格化する4～9月期の決算発表は堅調な企業業績が見込まれています。また、

9月の日銀短観における「企業の物価見通し」で、企業のインフレ期待の高まりが示されなかったことは、イ

ンフレ目標の達成に向けた、日銀の追加金融緩和への期待につながっていくと考えられます。

こうしたことから、外部要因の悪化により、短期的に軟調な展開が続く可能性はあるものの、政策期待に加
え、好業績銘柄を中心に押し目買いの動きが拡がっていくことで、日本株式市場は下支えされるものと期待

されます。
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※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

日本株式と米国株式の推移

（2014年1月初～2014年10月2日※）

本日の日本株式市場の下落について

米ドル（対円）の推移

（年/月）

（円） （2014年1月初～2014年10月2日）
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（米ドル）
※米国株式は10月1日まで
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日経平均株価（左軸）

NYダウ工業株30種平均（右軸）

（円）


